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スポーツ ８ ９面

教育のページ
面

子育てのペー
ジ 面

ローカル
面

読者ひろば
面

芸能・釣り
面

囲碁・将棋
面

小説
面

それから
面

阿蘇神社の 今
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女性議員増 法
案再提出へ ⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

インドに日本
式カレー店 ⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂ 重

圧
乗
り
越
え

青
学
大
が
４
連
覇
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熊日緑のリボ
ン賞 受賞者 ⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

若大将 歳 音楽は親友 ⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

飼い主と愛犬
絆絶やさず ⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

健康願って

チャンバラ

人
ひと

吉
よし

市
し

大
おこ

畑
ば

町
まち

で無
む

病
びょう

息
そく

災
さい

を願
ねが

う「山
やま

の神
かみ

祭
まつ

り」があり
、

男
おとこ

の子
こ

たちが山
やま

の

中
なか

でチャンバ
ラ合

がっ

戦
せん

を繰
く

り広
ひろ

げたよ。

４
日
の
県
内
は
気
圧
の
谷
や
寒

気
の
影
響
で
雲
の
多
い
天
気
。
最

高
気
温
は
９
度
前
後
と
真
冬
並
み

の
寒
さ
。
北
の
風
、
波
は
熊
本
、

芦
北

㍍
、
天
草

の
ち
１
㍍
。

５
日
は
北
の
風
の
ち
北
西
の
風
、

雨
か
雪
の
ち
曇
り
。
波
は
熊
本
、

芦
北

㍍
、
天
草
１
の
ち
２
㍍
。
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わ
が
家
に
届
い
た
年
賀
状
も
、
戌

い
ぬ

年
と
い
う

こ
と
で
犬
の
デ
ザ
イ
ン
の
オ
ン
パ
レ
ー
ド
。
も

っ
と
も
、
〝
ペ
ッ
ト
の
王
様
〞
と
言
わ
れ
て
き

た
犬
の
飼
育
数
は
昨
年
、
猫
に
取
っ
て
代
わ
ら

れ
た
。
こ
れ
も
「
少
子
高
齢
化
の
影
響
」
と
聞

く
と
、
時
代
の
過
渡
期
を
感
じ
て
し
ま
う
▼
犬

好
き
と
い
え
ば
、
今
年
は
西
郷
隆
盛
が
主
役
と

な
り
そ
う
だ
。
書
店
に
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ

「
西せ

郷ご

ど
ん
」
が
始
ま
る
こ
と
も
あ
り
、
多
く

の
関
連
本
が
並
ぶ
。
明
治
維
新
か
ら
１
５
０
年

の
節
目
に
当
た
る
こ
と
も
背
景
に
あ
る
。
日
本

が
「
国
家
」
づ
く
り
へ
、
内
向
き
か
ら
外
向
き

に
変
わ
っ
た
時
代
で
も
あ
っ
た
▼
そ
の
過
渡
期

の
日
本
の
人
口
は
お
よ
そ
３
千
万
人
だ
っ
た
。

そ
れ
か
ら
突
出
し
た
人
口
増
加
を
遂
げ
、
今
世

紀
初
め
に
は
１
億
３
千
万
人
近
く
ま
で
増
加
し

た
。
し
か
し
今
、
急
速
に
減
少
に
転
じ
て
い
る

▼
明
治
初
期
の
日
本
は
子
ど
も
た
ち
の
笑
い
声

に
あ
ふ
れ
て
い
た
と
い
う
。
米
国
人
動
物
学
者

の
エ
ド
ワ
ー
ド
・
Ｓ
・
モ
ー
ス
は
「
私
は
日
本

が
子
供
の
天
国
で
あ
る
こ
と
を
く
り
か
え
さ
ざ

る
を
得
な
い
。
世
界
中
で
日
本
ほ
ど
、
子
供
が

親
切
に
取
り
扱
わ
れ
、
そ
し
て
子
供
の
た
め
に

深
い
注
意
が
払
わ
れ
る
国
は
な
い
」
と
記
し
て

い
る
（
『
逝
き
し
世
の
面
影
』
渡
辺
京
二
著
）

▼
「
明
治
の
精
神
に
学
び
、
日
本
の
強
み
を
再

認
識
す
る
」
と
し
て
、
自
治
体
や
民
間
団
体
は

関
連
イ
ベ
ン
ト
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
だ
が
、

こ
れ
を
機
に
近
代
日
本
が
１
５
０
年
の
歩
み
の

中
で
失
い
つ
つ
あ
る
も
の
に
も
目
を
向
け
た
い

▼
民
俗
学
者
の
赤
坂
憲
雄
さ
ん
は
そ
の
一
つ
を

「
親
と
子
ど
も
の
関
係
」
と
言
う
。
貧
し
く
て

も
強
い
家
族
の
絆
が
あ
っ
た
時
代
。
「
西
郷
ど

ん
」
で
も
描
か
れ
る
日
本
の
原
風
景
だ
ろ
う
。

「
楽
し
か
っ
た
公
園
」

相
良
村
立
相
良
北
小
４
年

吉
よ
し

田だ

冬
と
う

真ま

お
母
さ
ん
と
公
園
で
遊
ん
だ

「
見
て
見
て
」
高
い
所
に
登
っ
た
ら

「
も
っ
と
高
く
」
と
お
母
さ
ん

も
う
無
理

今
度
が
ん
ば
る
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⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂
熊本日日新聞

社

＜大 賞＞

＜特別賞＞

昨年の国内
外の各種ス

ポーツ大会
で素晴らし

い活躍をし
た

チームや選
手、優れた

指導者をた
たえる「第

回熊日スポ
ー

ツ賞」に、大
賞２個人、

特別賞２個
人、奨励賞

団体 個人、

指導者賞１
個人が決ま

りました。贈
呈式は 日午後１時

から、

熊本市中央
区世安町の

熊日本社で
行い、表彰

状とメダル
が贈

られます。

【９面に受
賞者紹介】

○重量挙げ
全国高校選

抜大会 全国
高校総体 愛

媛国体

の３冠

水口 雅基 選手（八代
農高）

○ボウリン
グ 世界選手権

男女大会、
愛媛国体優

勝

今井 双葉 選手（熊本
学園大）

○バドミン
トン 世界選手権

男子ダブル
ス銅メダル

園田 啓悟 選手（トナミ
運輸 八代東高

出）

嘉村 健士 選手（同）

＜奨励賞＞

＜指導者賞＞

○バドミン
トン 再春館製薬

所バドミン
トンチーム

（女子）

（池田雄一
監督、選手

人）

国体熊本県
少年チーム

（男子）

（権藤浩二
監督、選手

３人）

福島 由紀 選手（再春
館製薬所）

廣田 彩花 選手（同）

山口 茜 選手（同）

○ハンドボ
ール オムロンハ

ンドボール
部（女子）

（黄慶泳監
督、選手

人）

○剣道
九州学院高

剣道部（男
子）

（米田敏郎
監督、選手

７人）

九州学院中
剣道部（男

子）

（〆一司監
督、選手７

人）

西村 英久 選手（熊本
県警）

岩切 勇磨 選手（九州
学院高）

荒木 京介 選手（九州
学院中）

○馬術
菊池農高馬

術部

（塚本親治
監督、選手

６人）

国体熊本県
少年チーム

（中島貴弘
監督、選手

３人）

○バレーボ
ール 鎮西高バレ

ーボール部
（男子）

（畑野久雄
監督、選手

人）

○相撲
熊本県中学

生チーム（
男子）

（ 濵壽夫監督
、選手３人

）

川副 圭太 選手（文徳
高）

川上 竜昌 選手（宇土
鶴城中）

○弓道
小川中弓道

部（男子）

（森田淳監
督、選手４

人）

○ボクシン
グ 重岡 銀次朗 選手（開新

高）

○自転車競
技 中冨 尚子 選手（千原

台高）

松本 秀之介 選手（九州
学院高）

○陸上競技
井手上 大翔 選手（熊本

西高）

○バドミン
トン 権藤 浩二 八代東高バ

ドミントン
部監督

突
然
、
震
度
７
の
激
震
に
見
窑
わ

れ
た
益
城
町
は
パ
ニ
ッ
ク
に
陥
っ
て

い
た
。

「
も
う
抑
え
き
れ
ま
せ
ん
。
早
く

ア
リ
ー
ナ
を
開
放
し
て
く
だ
さ
い

！
」熊

本
地
震
の
前
震
か
ら
一
夜
明
け

た
２
０
１
６
年
４
月

日
早
朝
。
益

城
町
役
場
の
災
害
対
策
本
部
に
詰
め

る
都
市
計
画
課
長
の
杉
浦
信
正

の
元
に
、
町
総
合
体
育
館
か
ら
悲
痛

な
訴
え
が
届
い
た
。

町
役
場
か
ら
１
㌔
ほ
ど
南
東
に
あ

る
町
総
合
体
育
館
や
周
辺
に
は
、
数

え
切
れ
な
い
ほ
ど
の
住
民
が
押
し
寄

せ
て
い
る
。
し
か
し
、
最
も
広
い
１

階
の
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
は
地
震
で
天

井
板
の
一
部
が
落
下
し
、
立
ち
入
り

を
禁
止
し
て
い
た
。
ロ
ビ
ー
や
通
路

は
避
難
し
て
き
た
住
民
で
あ
ふ
れ
、

建
物
内
に
入
れ
な
い
人
も
相
次
い

だ
。「

ア
リ
ー
ナ
を
開
け
ろ
！
」

「
冷
た
い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
上
に

い
つ
ま
で
お
ら
せ
る
と
か
！
」

余
震
の
恐
怖
と
寒
さ
に
震
え
る
住

民
た
ち
が
、
次
第
に
殺
気
立
っ
て
い

く
。
災
害
対
策
本
部
に
は
、
耐
え
か

ね
た
現
場
の
職
員
た
ち
か
ら
何
度
も

助
け
を
求
め
る
電
話
が
寄
せ
ら
れ

た
。「

余
震
が
続
い
て
い
ま
す
。
ア
リ

ー
ナ
に
住
民
を
入
れ
る
の
は
危
険
で

す
」前

震
直
後
、
町
総
合
体
育
館
の
被

害
状
況
の
確
認
に
走
っ
た
健
康
づ
く

り
推
進
課
長
の
安
田
弘
人

は
、

町
長
の
西
村
博
則

に
報
告
を
上

げ
て
い
た
。
安
田
の
目
に
ア
リ
ー
ナ

の
天
井
板
や
照
明
は
今
に
も
落
ち
そ

う
に
映
っ
た
。
再
び
大
き
な
揺
れ
が

来
れ
ば
、
二
次
被
害
を
招
く
恐
れ
が

あ
る
と
感
じ
た
。
だ
が
、
町
内
の
公

共
施
設
は
、大
半
が
被
災
し
て
い
る
。

新
た
に
住
民
の
避
難
先
を
確
保
す
る

こ
と
は
容
易
で
は
な
か
っ
た
。

ア
リ
ー
ナ
を
開
放
す
べ
き
な
の
か

｜
。
判
断
を
迫
ら
れ
た
西
村
は

日

昼
前
、杉
浦
と
と
も
に
現
場
を
視
察
。 被

害
は
前
方
の
ス
テ
ー
ジ
側
に
集
中

し
、
後
方
部
分
は
問
題
が
な
い
よ
う

に
見
え
た
。

「
後
ろ
半
分
だ
け
で
も
住
民
を
入

れ
る
か
？
」
。
西
村
が
問
い
掛
け
る

と
、
杉
浦
は
答
え
た
。
「
天
井
板
が

落
ち
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
子
ど
も

が
ス
テ
ー
ジ
に
上
が
っ
て
し
ま
う
危

険
性
も
あ
り
ま
す
。
た
だ
、
最
後
は

町
長
の
判
断
で
す
」

日
夜
か
ら

日
未
明
に
か
け
、

強
い
揺
れ
が
断
続
的
に
襲
っ
て
い

た
。
悩
み
抜
い
た
末
に
西
村
は
決
断

を
下
す
。

「
住
民
に
は
申
し
訳
な
い
が
、
ア

リ
ー
ナ
を
開
放
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
」

日
未
明
、
誰
も
予
想
し
な
か
っ

た
２
度
目
の
震
度
７
が
町
を
襲
う
。

ア
リ
ー
ナ
で
は
１
枚
約
５
㌔
の
天
井

板
や
、
１
基
約
７
㌔
あ
る
照
明
器
具

の
ほ
と
ん
ど
が
落
下
。
そ
れ
ら
を
支

え
て
い
た
金
属
枠
も
落
ち
て
床
に
突

き
刺
さ
っ
た
。

熊
本
地
震
か
ら
１
年
８
カ
月
が
過

ぎ
た
今
も
、
そ
の
光
景
を
思
い
出
す

た
び
に
西
村
の
背
筋
は
凍
り
付
く
。

「
あ
の
時
、
住
民
た
ち
を
入
れ
て

い
た
ら
、
ど
れ
ほ
ど
犠
牲
が
出
て
い

た
か
分
か
ら
な
い
」

（
益
城
町
取
材
班
）

文
中
敬
称
略
、
肩
書
は
当
時

◇

熊
本
地
震
で
２
度
の
震
度
７
を
記

録
し
た
益
城
町
。
町
内
の
９
割
を
超

す
住
宅
が
被
災
し
、
ピ
ー
ク
時
に
は

約
１
万
６
千
人
が
避
難
所
に
身
を
寄

せ
た
。
未
曽
有
の
災
害
と
向
き
合
っ

た
町
役
場
の
動
き
を
た
ど
っ
た
。

※
益
城
町
役
場
編
は
久
保
田
尚

之
、
後
藤
幸
樹
、
岩
崎
健
示
、
浪
床

敬
子
が
担
当
し
ま
す
。

熊
本
地
震
の
本
震
で
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
の
天
井
板
や
照
明
が
落
下

し
た
益
城
町
総
合
体
育
館
（
写
真
上
）

２
０
１
６
年
４
月

日

と
、
熊
本
地
震
が
起
き
る
前
の
同
体
育
館
（
益
城
町
提
供
）

益城町役場編
①

201814

激
震
の
体
育
館

住
民
守
っ
た
判
断

南北直通電話
を再開

金正恩氏指示
五輪協議へ

【
北
京
、
ソ
ウ
ル
共
同

松
本
安
二
、
上
嶋
茂
太
】
北

朝
鮮
は
３
日
、
板

パ
ン

門
ム
ン

店
ジ
ョ
ム

の

南
北
直
通
電
話
回
線
を
再
開

し
た
。
韓
国
統
一
省
は
北
朝

鮮
側
か
ら
電
話
を
受
け
、
約

分
通
話
し
た
と
発
表
し

た
。
南
北
連
絡
チ
ャ
ン
ネ
ル

の
再
開
は
２
０
１
６
年
２
月

以
来
、
約
２
年
ぶ
り
。
北
朝

鮮
側
に
よ
る
と
、
金

キ
ム

正
ジ
ョ
ン

恩
ウ
ン

朝
鮮
労
働
党
委
員
長
が
指
示

し
た
と
い
う
。
平

ピ
ョ
ン

昌
チ
ャ
ン

冬
季

五
輪
へ
の
北
朝
鮮
代
表
団
派

遣
な
ど
を
話
し
合
う
高
官
級

の
当
局
者
会
談
を
韓
国
が
提

案
し
た
こ
と
を
受
け
た
措

置
。
南
北
関
係
改
善
に
意
欲

的
な
北
朝
鮮
の
姿
勢
を
示
し

た
。
【
５
面
に
関
連
記
事
】

南
北
対
話
の
可
能
性
に
つ

い
て
、
米
国
の
ヘ
イ
リ
ー
国

連
大
使
は
２
日
、
北
朝
鮮
が

核
兵
器
を
放
棄
し
な
い
限
り

「
い
か
な
る
対
話
も
真
剣
に

受
け
止
め
な
い
」
と
述
べ
、

慎
重
な
考
え
を
崩
し
て
い
な

い
。
「
核
の
ボ
タ
ン
」
を
巡

り
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
２
日

「
私
の
核
の
ボ
タ
ン
の
方
が

ず
っ
と
大
き
く
強
力
」
と
ツ

イ
ッ
タ
ー
に
投
稿
し
、
金
正

恩
氏
に
対
抗
し
た
。

韓
国
統
一
省
に
よ
る
と
、

３
日
の
通
話
で
は
通
信
や
機

器
に
問
題
が
な
い
か
な
ど
を

確
認
し
た
。韓
国
政
府
は「
歓

迎
す
る
。
今
後
会
談
の
開
催

と
、
そ
れ
に
関
す
る
実
務
的

問
題
を
協
議
し
た
い
」
と
強

調
。
再
開
を
発
表
し
た
北
朝

鮮
の
祖
国
平
和
統
一
委
員
会

の
李リ

善
ソ
ン

権
グ
ォ
ン

委
員
長
は
「
文

ム
ン

在
ジ
ェ

寅
イ
ン

大
統
領
」と
言
及
し
た
。

北
朝
鮮
側
が
文
氏
に
大
統
領

の
呼
称
を
つ
け
る
の
は
初
め

て
と
い
う
。

李
氏
に
よ
る
と
、
金
正
恩

氏
は
代
表
団
派
遣
の
用
意
が

あ
る
と
し
た
自
ら
の
「
新
年

の
辞
」
を
韓
国
政
府
が
歓
迎

し
、
受
け
入
れ
準
備
を
指
示

し
た
こ
と
を
高
く
評
価
。
党

統
一
戦
線
部
や
祖
国
平
和
統

一
委
、
国
家
体
育
指
導
委
員

会
に
対
し
、
誠
実
な
姿
勢
で

韓
国
側
と
実
務
的
な
対
策
を

講
じ
る
よ
う
求
め
た
。
ま
た

代
表
団
派
遣
や
南
北
会
談
に

つ
い
て
随
時
連
絡
が
取
れ
る

よ
う
、
連
絡
チ
ャ
ン
ネ
ル
再

開
を
指
示
し
た
と
い
う
。

再開した南
北直通電話

で北朝鮮側
と通話する

韓国

の担当者＝
３日、板門店

（韓国統一
省提供・共

同）
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年
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１月４日

３

社

会

総

合

社

会

社

会

８９
２

ス
ポ
ー
ツ

ス
ポ
ー
ツ

ス
ポ
ー
ツ

社

説

1

阿蘇ファームランド

東海大学阿蘇キャンパス
JR豊肥線

大津町

南阿蘇村

崩落した阿蘇大橋

黒川地区325
57

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
足
り
な
い
!

20161024
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九
州
の
鉄
道
史
は
福
岡
市
の
Ｊ
Ｒ
博
多
駅
か

ら
始
ま
る
。
た
だ
し
今
と
は
場
所
が
違
う
。
２

度
移
転
し
て
お
り
、
歩
い
て

分
弱
の
公
園
付

近
に
初
代
の
駅
舎
は
あ
っ
た
。
「
陸お

か

蒸
気
は
人

び
と
の
喜
び
と
期
待
を
乗
せ
て
走
り
始
め
、
鉄

輪
の
ひ
び
き
が
こ
だ
ま
し
た
」
｜
公
園
の
一
角

に
あ
る
「
九
州
鉄
道
発
祥
の
地
」
の
碑
に
刻
ま

れ
て
い
る
▼
福
岡
、
熊
本
な
ど
の
県
民
有
志
の

鉄
道
を
求
め
る
声
を
背
景
に
発
足
し
た
九
州
鉄

道
が
、
九
州
初
の
路
線
を
敷
設
し
た
の
は
１
８

８
９
（
明
治

）
年
。
博
多
か
ら
久
留
米
の
近

く
ま
で
で
、
現
在
の
Ｊ
Ｒ
鹿
児
島
線
の
一
部
だ

▼
九
州
鉄
道
は
国
有
化
さ
れ
、
１
９
８
７
年
に

は
民
営
化
で
Ｊ
Ｒ
九
州
が
誕
生
。
さ
ら
に
、
あ

す
再
び
新
た
な
出
発
の
時
を
迎
え
る
。
東
京
証

券
取
引
所
へ
の
上
場
で
あ
る
。
政
府
が
実
質
的

に
保
有
し
て
き
た
全
株
式
が
売
却
さ
れ
、
経
営

の
自
由
度
が
増
す
。
関
係
者
の
喜
び
は
、
陸
蒸

気
を
見
た
住
民
の
よ
う
で
も
あ
ろ
う
。
民
営
化

以
来
の
悲
願
達
成
だ
▼
地
域
活
性
化
の
け
ん
引

役
と
し
て
Ｊ
Ｒ
九
州
に
対
す
る
沿
線
の
期
待
も

膨
ら
む
。
観
光
地
へ
の
誘
客
に
加
え
、
県
内
で

は
熊
本
駅
再
開
発
が
控
え
る
。
熊
本
地
震
で
寸

断
さ
れ
た
豊
肥
線
の
全
線
復
旧
と
い
う
大
事
な

役
目
も
あ
る
▼
一
方
で
、
一
抹
の
不
安
も
。
鉄

道
事
業
は
赤
字
続
き
で
、
不
動
産
な
ど
で
補
う

不
安
定
な
経
営
だ
か
ら
だ
。
株
主
の
目
を
意
識

し
て
不
採
算
路
線
の
廃
止
に
走
る
こ
と
は
な
い

の
か
▼
上
場
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
企
業
の
繁
栄
を

願
っ
て
社
長
ら
が
鐘
を
鳴
ら
す
が
、
公
共
交
通

機
関
と
し
て
の
使
命
を
お
ろ
そ
か
に
し
て
、
警

鐘
を
鳴
ら
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
な
か
じ
取

り
を
願
い
た
い
。
先
人
が
刻
ん
で
き
た
歴
史
を

踏
ま
え
れ
ば
、
そ
ん
な
こ
と
は
あ
る
ま
い
が
。
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字字
字字

字字
字字

字字
字字

読者文芸 ６面スポーツ ８～ 面ローカル ～ 面読者ひろば
面囲碁・将棋 ５
面吾輩ハ猫デアル 面小説
面

順
番
で
理
事

何
す
れ
ば
…

米
Ａ
Ｔ
＆
Ｔ

ワ
ー
ナ
ー
買
収

鳥
取
地
震
で
も
車
中
泊

俳
優
の
平
幹
二
朗
さ
ん
死
去

※
く
ま
に
ち
コ
ム

プ
ラ
ネ
ッ
ト
に
動
画
・
写
真
も

ヴ
ォ
ル
タ
ー
ズ
２
位
浮
上

光
る
走
塁

カ
ー
プ
連
勝

九
学

慶
誠
が
全
国
切
符

比
大
統
領
の
真
意
は
？

∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪∩⊂

日
は
移
動
性
高
気
圧
に
覆
わ

れ
る
。
県
内
は
さ
わ
や
か
な
秋
晴

れ
で
、
洗
濯
日
和
。
最
高
気
温
は

度
前
後
で
過
ご
し
や
す
い
。
北

の
風
の
ち
北
西
の
風

波
は
熊
本

芦
北

㍍

天
草
２
の
ち
１
㍍

日
は
西
の
風

曇
り
時
々
晴
れ

波

は
熊
本

芦
北

㍍

天
草
１
㍍
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南
阿
蘇
か
ら
Ｓ
Ｏ
Ｓ
大
学
に
千
人
孤
立
赤
十
字
飛
行
隊
編
①

４
月

日
午
後
２
時
す
ぎ
、

赤
十
字
飛
行
隊
の
ヘ
リ
コ
プ
タ

ー
は
熊
本
空
港
を
離
陸
し
て
間

も
な
く
、
南
阿
蘇
村
上
空
に
差

し
か
か
っ
た
。「
こ
れ
は
…
」
。

機
上
で
熊
本
支
隊
長
、
新し

ん

永な
が

隆

一

は
言
葉
を
失
っ
た
。

大
規
模
な
土
砂
崩
れ
が
山
肌

を
え
ぐ
り
、
全
長
約
２
０
６
㍍

の
阿
蘇
大
橋
が
跡
形
も
な
い
。

地
面
は
あ
ち
こ
ち
で
波
打
ち
、

地
割
れ
が
走
る
。
新
緑
に
連
な

る
別
荘
地
で
は
、
何
軒
も
の
家

屋
が
土
砂
に
流
さ
れ
、
半
分
ひ

っ
く
り
返
っ
た
建
物
も
あ
っ

た
。
「
思
っ
て
い
た
以
上
に
ひ

ど
い
」
。
眼
下
の
光
景
に
身
を

硬
く
し
た
。

搭
乗
す
る
ヘ
リ
は
、
ほ
ぼ
孤

立
状
態
に
あ
っ
た
南
阿
蘇
村
河

陽
の
東
海
大
阿
蘇
キ
ャ
ン
パ
ス

を
目
指
し
て
い
た
。
近
く
の
ア

パ
ー
ト
街
で
は

日
の
本
震

で
、
学
生
３
人
が
犠
牲
に
。
学

内
に
は
避
難
し
た
千
人
近
い
学

生
や
周
辺
住
民
が
、
寒
さ
と
空

腹
に
耐
え
て
い
た
。
本
震
か
ら

約

時
間
。
岡
山
県
で
調
達
し

た
水
と
バ
ナ
ナ
、
パ
ン
を
満
載

し
た
ヘ
リ
は
急
い
で
い
た
。

赤
十
字
飛
行
隊
は
日
本
赤
十

字
社
が
直
轄
し
、
自
家
用
機
を

所
有
す
る
民
間
パ
イ
ロ
ッ
ト
ら

で
組
織
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
だ
。
熊
本
支
隊
な
ど
全
国

支
隊
で
構
成
。
大
規
模
災
害
時

に
は
物
資
や
人
員
の
輸
送
、
被

災
状
況
の
空
撮
な
ど
を
担
う
。

１
９
９
５
年
の
阪
神
大
震
災
、

２
０
１
１
年
の
東
日
本
大
震
災

で
も
食
料
や
医
薬
品
な
ど
の
輸

送
で
活
躍
し
た
。

飛
行
隊
と
阿
蘇
キ
ャ
ン
パ
ス

を
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
つ
な
い
だ

の
は
、
現
地
か
ら
新
永
の
元
に

入
っ
た
一
本
の
電
話
だ
っ
た
。

「
大
学
に
千
人
が
避
難
し
て

い
る
。
水
も
食
料
も
十
分
に
な

い
。
何
と
か
な
ら
な
い
だ
ろ
う

か
」電

話
の
主
は
、
村
内
で
観
光

農
園
を
営
む
熊
本
支
隊
メ
ン
バ

ー

木
之
内
均 ひ

と
し

。
パ
イ
ロ

ッ
ト
資
格
を
持
つ
木
之
内
は
２

年
前
、
赤
十
字
飛
行
隊
に
入
隊

し
た

た
だ

自
分
が
救
助
を
求

め
る
立
場
に
な
ろ
う
と
は
「
夢

に
も
思
っ
て
い
な
か
っ
た
」
。

木
之
内
が
住
む
黒
川
地
区

は
、
地
震
を
引
き
起
こ
し
た
布

田
川
断
層
帯
の
ほ
ぼ
真
上
。
土

砂
崩
れ
が
起
き
た
立
野
地
区
と

並
び
、
村
内
で
特
に
大
き
な
被

害
が
出
た
地
区
だ
。
対
岸
の
国

道

号
と
地
区
内
を
結
ぶ
阿
蘇

大
橋
の
崩
落
に
加
え
、
村
中
心

部
と
つ
な
が
る
国
道
３
２
５
号

な
ど
主
な
ル
ー
ト
も
軒
並
み
寸

断
。
地
区
に
は
徒
歩
で
入
る
し

か
な
か
っ
た
。

広
い
人
脈
を
持
ち
、
県
教
育

委
員
長
も
務
め
た
木
之
内
。
本

震
直
後
か
ら
携
帯
電
話
に
は
、

情
報
を
求
め
る
県
幹
部
や
知
人

か
ら
の
連
絡
が
ひ
っ
き
り
な
し

だ
っ
た
。
「
阿
蘇
大
橋
が
落
ち

て
る
っ
て
、本
当
で
す
か
！
」。

電
波
状
態
が
悪
く
、
ほ
と
ん
ど

は
す
ぐ
に
途
切
れ
た
が
、
受
話

器
の
向
こ
う
か
ら
緊
張
感
が
伝

わ
る
。
自
分
た
ち
が
大
変
な
状

況
に
置
か
れ
て
い
る
と
十
分
理

解
で
き
た
。

「
孤
立
状
況
は
、
す
ぐ
に
は

解
消
で
き
ん
だ
ろ
う
。
最
低
で

も
３
日
間
は
自
力
で
頑
張
る
し

か
な
い
」
。
木
之
内
は
覚
悟
を

決
め
た
。

そ
し
て
、
Ｓ
Ｏ
Ｓ
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
送
っ
た
の
が
親
交
の
深

い
県
総
務
部
長
（
当
時
）
の
木

村
敬 た

か
し

ら
と
、
赤
十
字
飛

行
隊
だ
っ
た
。

（
毛
利
聖
一
、
浪
床
敬
子
）

文
中
敬
称
略

阿蘇大橋が崩落するなど大きな被害が出た南阿蘇村の土砂崩れ

現場。手前が黒川地区＝５月４日（大倉尚隆）

巨大な揺れが県内を襲った。４月 日夜、

マグニチュード Ｍ65の前震に始まった

熊本地震。
日未明にはＭ73の本震が起

こり、古里の景色や生活を一変させた。混

乱と恐怖の中で何が起き、人々はどう行動

したのか。被災地の「あの時」を記してい

く。

◇
お
断
り

連
載
「
マ
ン

シ
ョ
ン
再
生
へ
」
は

面
に

移
し
ま
し
た
。
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熊
本
地
震
で
大
き
な
被
害
を
受
け
た
阿
蘇
市
の
阿
蘇
神
社
が
、
に
ぎ
わ
い

を
取
り
戻
し
て
い
る
。
多
く
の
参
拝
客
が
連
日
訪
れ
、
案
内
役
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
ガ
イ
ド
も
大
忙
し
だ

ガ
イ
ド
の
予
約
は

阿
蘇
中
岳
の
噴
火
後
も
例
年

の
２
倍
を
超
え
、「
復
興
に
向
か
っ
て
い
る
」
と
関
係
者
は
実
感
し
て
い
る
。ふっこう割 呼び水に

阿蘇神社にぎわい戻る

倒壊した阿蘇神社の楼門と

拝殿の前で観光客に説明す

るボランティアガイド（奥）＝
日、阿蘇市
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福
岡
６
区

当
選

東
京

区
は
自
民
・
若
狭
氏

衆院補選

心
地
よ
く
晴
れ
た

月
中

旬
。
阿
蘇
神
社
の
駐
車
場
に

は
平
日
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

車
や
観
光
バ
ス
が
次
々
に
到

着
し
た
。

「
こ
の
楼
門
は
日
本
の
三

大
楼
門
に
数
え
ら
れ
ま
す
。

本
震
で
倒
壊
し
ま
し
た
が
、

前
震
に
耐
え
ま
し
た
。
６
年

ほ
ど
で
復
旧
す
る
見
込
み
で

す
」
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ

ド
の
中
村
幸
典
さ
ん

は

地
震
発
生
前
の
写
真
も
使

い
、
約

人
の
団
体
客
に
語

り
か
け
た
。

説
明
に
耳
を
傾
け
た
熊
本

市
の
福
島
通
安
さ
ん

は

「
ガ
イ
ド
さ
ん
の
話
で
理
解

が
何
倍
も
深
ま
る
。
火
山
灰

も
心
配
だ
っ
た
が
、
大
丈
夫

そ
う
」
と
笑
顔
を
見
せ
た
。

同
神
社
は
実
数
を
把
握
し

て
い
な
い
が
、
参
拝
客
は
地

震
で
減
少
し
た
後
、
宿
泊
費

が
割
り
引
き
に
な
る
「
九
州

ふ
っ
こ
う
割
」
が
７
月
に
発

売
さ
れ
た
の
を
機
に
回
復
。

池
浦
秀
隆
権ご

ん

禰ね

宜ぎ

は

「
支
援
の
輪
が
広
が
っ
た
お

か
げ
で
す
」
と
喜
ぶ
。

同
時
に
、
一
の
宮
町
イ
ン

フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

が
手
掛
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ガ
イ
ド
の
予
約
も
急
増
。
同

セ
ン
タ
ー
に
よ
る
と
、
１
カ

月
間
の
案
内
数
は
８
月
が
７

６
２
人
、
９
月
は
１
８
０
２

人
に
倍
増
し
た
。
昨
年
最
も

多
か
っ
た

月
の
７
７
４
人

と
比
べ
て
も
、
今
秋
の
多
さ

は
際
立
つ
。

、

月
も
「
ふ

っ
こ
う
割
」
の
第
２
弾
が
呼

び
水
に
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
千

人
超
の
予
約
が
入
っ
て
い
る

と
い
う
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
は

２
０
０
３
年
に
始
ま
っ
た
。

現
在
は
４
人
が
主
に
県
外
の

団
体
客
に
、
神
社
や
建
造
物

の
歴
史
、
門
前
町
商
店
街
な

ど
を
紹
介
。
代
表
の
石
崎
義

彌
さ
ん

は
「
地
元
の
心

の
拠
り
所
で
あ
る
神
社
を
見

て
ほ
し
い
」
と
Ｐ
Ｒ
す
る
。

た
だ
、
予
約
の
急
増
に
伴

っ
て
ガ
イ
ド
不
足
が
悩
み
の

種
に
な
っ
た
。
い
ま
は
４
人

が
フ
ル
稼
働
し
、
休
日
は
案

内
を
２
〜
３
回
繰
り
返
す
。

そ
れ
で
も
、
こ
れ
ま
で
に
数

十
件
の
予
約
を
断
っ
た
ほ
ど

で
、
同
セ
ン
タ
ー
は
「
十
分

に
対
応
で
き
ず
に
心
苦
し

い
」
と
恐
縮
す
る
。
ま
た
ガ

イ
ド
は

代
が
２
人
、

代

が
２
人
で
、
高
齢
者
に
頼
っ

て
い
る
点
も
課
題
だ
。

こ
の
た
め
イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
以
外
で
、

ガ
イ
ド
を
充
実
さ
せ
る
動
き

が
出
て
き
た
。
阿
蘇
神
社
は

常
駐
の
ガ
イ
ド
セ
ン
タ
ー

（
仮
称
）
を
設
け
よ
う
と
、

人
材
確
保
に
向
け
て
関
係
者

と
調
整
中
と
い
う
。
地
元
の

一
の
宮
中
は
「
子
ど
も
ガ
イ

ド
」
育
成
を
開
始
。
９
月
に

生
徒
２
人
が
デ
ビ
ュ
ー
し
、

参
拝
客
に
好
評
と
い
う
。

石
崎
さ
ん
は
「
次
世
代
の

ガ
イ
ド
を
育
て
る
意
義
は
大

き
い
。
多
く
の
人
が
阿
蘇
神

社
の
観
光
を
担
っ
て
ほ
し

い
」
と
期
待
す
る
。

（
上
杉
勇
太
）

第
３
次
安
倍
再
改
造
内
閣

の
発
足
後
初
の
国
政
選
挙
と

な
っ
た
衆
院
東
京

区
、
福

岡
６
区
の
補
欠
選
挙
が

日

投
開
票
さ
れ
、
東
京

区
は

公
明
党
が
推
薦
す
る
自
民
党

前
職
若
狭
勝
氏

、
福
岡

６
区
は
無
所
属
新
人
の
鳩
山

二
郎
氏

が
そ
れ
ぞ
れ
大

差
で
当
選
し
た
。
自
民
党
は

同
日
夜
、
鳩
山
氏
を
追
加
公

認
し
た
。安
倍
晋
三
首
相
は
、

焦
点
の
環
太
平
洋
連
携
協
定

（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
承
認
案
を
巡
る

国
会
攻
防
に
強
気
で
臨
み
、

早
期
の
衆
院
通
過
を
目
指

す
。
民
進
党
の
蓮
舫
代
表
は

国
政
選
挙
の
初
陣
を
飾
れ

ず
、
野
党
共
闘
に
課
題
を
残

し
た
。

【
２
、
３
面
に
関
連
記
事
】

自
民
党
は
「
事
実
上
の
自

民
２
勝
」
と
な
っ
た
こ
と
で

信
任
を
得
た
と
ア
ピ
ー
ル

し
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
審
議
を
加
速
さ

せ
た
い
考
え
だ
。
鳩
山
氏
は

近
く
自
民
党
会
派
入
り
す

る
。民

進
、
共
産
、
自
由
、
社

民
の
野
党
４
党
は
両
選
挙
区

で
民
進
党
候
補
に
一
本
化
。

共
産
、
自
由
、
社
民
各
党
か

ら
推
薦
を
受
け
な
い
形
式
を

と
っ
た
。
次
期
衆
院
選
に
向

け
て
戦
略
の
再
構
築
が
迫
ら

れ
そ
う
だ
。

投
票
率
は
、
東
京

区
が

・

％
、
福
岡
６
区
は

・

％
だ
っ
た
。

東
京

区
補
選
は
自
民
党

衆
院
議
員
か
ら
東
京
都
知
事

に
転
出
し
た
小
池
百
合
子
氏

の
失
職
に
伴
い
実
施
さ
れ

た
。
自
民
党
は
都
知
事
選
で

党
方
針
に
反
し
小
池
氏
支
援

に
回
っ
た
若
狭
氏
を
擁
立
。

党
内
の
反
発
を
抑
え
る
と
と

も
に
、
小
池
氏
支
持
層
の
取

り
込
み
を
図
り
、
民
進
党
新

人
鈴
木
庸
介
氏

ら
を
引

き
離
し
た
。

福
岡
６
区
は
自
民
党
の
鳩

山
邦
夫
元
総
務
相
の
死
去
を

受
け
た
補
選
で
、
自
民
党
は

邦
夫
氏
次
男
の
鳩
山
氏
と
無

所
属
新
人
蔵
内
謙
氏

と

の
公
認
調
整
に
失
敗
。
「
弔

い
合
戦
」
を
掲
げ
た
鳩
山
氏

の
集
票
力
が
上
回
っ
た
。
民

進
党
新
人
新
井
富
美
子
氏

は
及
ば
な
か
っ
た
。
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